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大学の研究データ管理における
GakuNin RDMの役割と実践

国立情報学研究所
込山悠介

研究データ管理のための中国・四国地区コンソーシアム設立シンポジウム

2024年11月29日 13時15分～17時30分
於 広島大学 東広島キャンパス ミライクリエ
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研究データ管理とは？

Research Data Oxford, About RDM 
http://researchdata.ox.ac.uk/home/introduction-to-rdm/

ある研究プロジェクトにおいて使用された、

または生成された情報を、どのように

組織化・構造化・保管・管理していくのかを指す言葉

研究データの取り扱い
計画の策定

研究中の日々の情報の
取り扱い

研究後のデータの公開
や長期的なの保管

RDM: Research Data Management
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【イントロダクション】
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研究データライフサイクル

サービスの対象

データ公開基盤

データ検索基盤

データ管理基盤

【イントロダクション】



学術機関における研究データ管理に関するステークホルダー

学内での研究データ管
理の位置付・方針決定

研究データ管理規定（ポリシー）

機関リポジトリ運用規則（利用規程、データの
エンバーゴ/破棄期間の設定等）

情報基盤の整備 ストレージ、機関リポジトリ、認証、
セキュリティ

各手続きのためのシステム構築・運用
（10年保存（研究者転出等への対応含む）、
公開・長期保存、研究評価等向け可視化）

研究データ管理体制 研究データ管理の事務体制
（DMP, 研究データ10年保存）

研究過程における研究データ管理
（データ構造化、管理、説明資料等付加）

研究データ登録・申請手続き
（根拠データ、公開データ、長期保存データ）

研究データ保存・公開手続き（保存・公開前の
内容確認、データ管理情報等の付与）

啓蒙啓発、研修体制 データ管理計画（DMP）作成支援

研究データ管理研修
（院生・研究者向け、研究支援者向け）

研究データ利用体制 研究評価・研究戦略策定のための利用体制と手続

共同研究、産学連携等のための連携体制と利用

大学執行部 研究推進部

大学図書館 研究推進部

情報基盤センター

情報基盤センター

研究推進部

研究者、研究室スタッフ

URA

研究者、研究室スタッフ

大学図書館

大学図書館研究推進部

大学図書館 研究推進部

URA

URA 研究推進部

【イントロダクション】
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•日本学術会議提言(2020年5月)
• オープンサイエンスの深化と推進に向けて

•第６期科学技術基本計画(2021年3月,内閣府)
• 2023年度までにメタデータを付与する仕組み100%
• 2025年度までに機関データ管理ポリシーの策定100%

•統合イノベーション戦略2021(2021年6月,内閣府)
• ムーンショット型研究開発制度へのメタデータ付与導入

•研究データエコシステム構築事業(2022〜2026年度,文科省)
• ユースケースの形成・普及、データ共有・利活用の促進、研究デジタ
ルインフラ等の効果的活用、による研究DX推進

•オープンアクセス加速化（即時OA）事業(2024年3月,文科省)
• 機関リポジトリ等の開発・高度化、全学的マネジメントによるシステ
ム運用・組織体制強化、オープンアクセス推進
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オープンサイエンスや研究データ管理に関する主な政策動向

【イントロダクション】



第6期科学技術・イノベーション基本計画(2021年)

「新たな研究システムの構築（オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進）」における目標

2021年3月：https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf

【目標】
• オープン・アンド・クローズ戦略に基づく研究データの管理・利活用、

世界最高水準のネットワーク・ 計算資源の整備、設備・機器の共用・ス
マート化等により、研究者が必要な知識や研究資源に効果的に アクセス
することが可能となり、データ駆動型研究等の高付加価値な研究が加速
されるとともに、市民 等の多様な主体が参画した研究活動が行われる。

 【科学技術・イノベーション政策において目指す主要な数値目標】
（主要指標）
• 機関リポジトリを有する全ての大学・大学共同利用機関法人・国立研究

開発法人において、2025 年までに、データポリシーの策定率が 100％に
なる。公募型の研究資金の新規公募分において、2023 年度までに、デー
タマネジメントプラン（ＤＭＰ）及びこれと連動したメタデータの付与を
行う仕組みの導入率が 100％になる。
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【イントロダクション】
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公的資金による研究データ管理・利活用に関する基本的な考え方 (2021年)

2021年4 月27 日 内閣府, 統合イノベーション戦略推進会議
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf

【イントロダクション】

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf
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NII Research Data Cloud (NII RDC) の在来三基盤

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤における簡便な操作で
研究成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、
メタデータや公開レベル統計情報など
の管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

提供中

提供中提供中

研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】



 

セキ
ュア
蓄積
環境

人材
育成
基盤

計画に基づきデータ管理等を機械
的に支援し、DMPをプロジェクト
管理に不可欠な仕組みへと変革

データガバナンス機能

専門的なキュレーションを実践
できるエコシステムを構築し、
データ再利用の促進に寄与

キュレーション機能

秘密計算技術で機微な情報も安心し
て解析できる環境の提供で、新し
いデータ駆動型研究の世界を開拓

秘匿解析機能

RDMに必要なスキルを学ぶ環境
を提供し、全ての研究者を新し
い科学の実践者へと育成

人材育成基盤

安全で強固なデータの保存・保護機
能を有する超鉄壁ストレージを提
供し、機微な情報も安心して保全

セキュア蓄積環境

データプロビナンス機能

データの来歴情報の管理から利用
状況を把握でき、データ公開へ
のインセンティブモデルを提供

データ・プログラム・解析環境の
パッケージ化と流通機能を提供し 、
研究成果の再現性を飛躍的に向上

コード付帯機能

データ

管理基盤

データガバナンス機能

デ
ータプロビナンス機能

コ
ード付帯機能能

秘匿解析機能

キ
ュレーション機能

データ

公開基盤

現行研究データ基盤

データ

検索基盤
活用

信頼

蓄積

管理

流通

保護

育成

研
究
デ
ー
タ
基
盤
の
機
能
実
装

研究データ基盤高度化チーム
NII Research Data Cloudを

7つの側面から機能拡張

中核機関群の代表からなる運営委員会が全体を統括し研究データエコシステムの全国展開に向けて共同実施機関を随時拡大

基
盤
の
活
用
に
係
る
環
境
整
備

• 機関内サービス等とNII RDC
の連携機能の整理と設計

• 計測機器等からの大量データ
を効果的に管理するための要
件整理と機能開発

• 管理対象となるメタデータの
設計と実証

• 関連する高度化機能との仕様
調整と共同開発

• 異なる分野間でのデータ活用
やデータ連携に発展する取り
組みを精査

• 異なる分野間でのデータ活用
やデータ連携に関する具体的
なユースケースを創出

• ユースケースをまとめたツー
ルキットの作成とそれを用い
た広報活動

• 研究データの活用に適した機
械可読データの統一的な記述
ルールの設計

• 研究データの公開に必要な要
項や作業フローの整備

• 研究データを適切に取扱うた
めの指針のまとめ

• 学内整備のための事例形成

• 人材育成を主とした研究デー
タ管理体制の構築を推し進め
る学内組織構築の事例形成

• 研究データ管理人材に求めら
れる標準スキルに関する検討

• 研究データ管理人材育成のた
めのカリキュラムの作成、オ
ンライン学習コースの整備

プラットフォーム連携チーム 融合·活用開拓チーム ルール·ガイドライン整備チーム 人材育成チーム

リーダ機関 リーダ機関 リーダ機関 リーダ機関
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AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業 2022-2027
研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【新規7機能】
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https://www.mext.go.jp/content/20231129-ope_dev03-2.pdf

【イントロダクション】



研究データ管理基盤
GakuNin RDMの概要
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研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】



研究データ管理基盤 GakuNin RDM

(1)学認フェデレーションへの対応 (2) NII RDCや外部研究ツールとの連携

Public Cloud

Repository

Private Cloud

Research Tool

研究推進: GakuNin RDMは、研究者が自身の研究データを、データポリシーや
データマネジメント計画に沿って管理するためのWebサービスである。
多様なクラウドストレージや研究用ソフトウェアを接続・利用することが可能。

(4) 機関のシステム管理者向けの機能

研究公正: GakuNin RDMは、大学や研究機関がガバナンスのために所属する
研究者の研究データを管理するためのサービスでもある。研究機関はストレージを
カスタマイズすることができる。

(3) 研究データの証跡保存
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研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】



GakuNin RDMの研究プロジェクト管理画面

研究タイトル

共著者追加

プロジェクト概要
（Wikiメインページ）

検索用キーワード（タグ）

プロジェクトの複製機能

ユーザプロファイルファイル検索

プロジェクトの階層化とリンク

コメント機能

研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】
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GakuNin RDMでのファイル管理と操作履歴

ファイル管理のツリー

ファイルの操作履歴

操作履歴のダウンロード

研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】
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研究室や共同研究者間でのデータ管理・共有

GRDMでは、標準で利用可能なストレージを提供、学内の研究者が
Webブラウザ上で学内外の共同研究者とデータ共有・管理が可能。
プロジェクトの階層化も可能であり、大型研究プロジェクトにも対応可。

教員ディレクトリ

学生Aのディレクトリ

学生Bのディレクトリ

研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】
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【事例】ムーンショット型研究開発制度 目標2 包括的未病データベース構築

        

    

            

    
コンポーネントで
階層化して管理

実体

        
例： 山大学プロジェクトのデータ

実体 実体 実体

実体
共有領域と
リンク

共有領域と
リンク

共有領域と
リンク

共有領域と
リンク

共有領域と
リンク

データ提出

データ提出
データ提出

データ提出

データ提出

包括的未病データベースは、国内最大規模(500名)の研究プロジェクトが合同で早期データ共有が可能な
環境を実現。数理研究者だけでなく実験系研究者でも容易に扱えるシステムで共同研究を促進。

融合·活用開拓（東京大学）チームとの連携

＊融合·活用開拓チーム（東京大学拠点）のKPI/KGIの一部を支援
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管理基盤機能開発の進捗

メタデータ登録機能の改修利用機関数

WikiのUI改修とインポート管理ー公開基盤連携機能

GakuNin RDM利用機関が136機関。公的資金メタデータの共通項目の令和6年版へ更新、
公開基盤連携機能やWikiインポート機能などを開発中。

公的資金による研究データの
メタデータの共通項目の令和6年版に対応

公開基盤JAIRO Cloudへの
データ登録機能を新規開発(開発中)

WikiのUIを直感的な操作に改修
markdown取込機能も開発(開発中)

136機関

研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】
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中国・四国地方でのGakuNin RDM利用機関

研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】



AI 等の活用を推進する
研究データエコシステム構築事業（2022年度〜）

プラットフォーム
連携チーム

NII RDCと
分野PFの連携

ルール·ガイド
ライン整備チーム

データ管理公開の
組織的役割

人材育成
チーム

データ管理公開
の組織的支援

融合·活用
開拓チーム

NII RDC利用
のプラクティス

中核機関群

2023年度開始：
・東海地区（名古屋大学）
・北陸地区（金沢大学）

・セミナー開催
・支援チームの派遣
＊データポリシー策定

＊セミナー講師派遣
＊学内アンケートの実施・分析

研究データ基盤高度化チーム

NII RDCを７つの側面から
機能拡張

各地域におけるコミュニティ

全国に拠点大学を作って中核機関群が支援し、各拠点大学が
地域の多様な大学・研究機関を支援

潜在需要が想定される大学も含め、コミュニティを広げる

✓迅速な相談、
密な連携

✓現状課題の
共有

2025年度開始予定：
・北海道地区（北海道大学）
・東北地区（東北大学）

2024年度開始：
・中国四国地区（広島大学）
・九州地区（九州大学）

ルール·ガイドライン整備（名古屋大学）チームとの連携
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NII RDC の管理基盤ー公開基盤間連携

データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】
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管理ー公開基盤の連携【初期リリース版】(根拠データが対象)

①管理基盤のプロジェクトを公開基盤の
リポジトリのインデックスと接続

②ファイルのメタデータを登録

④非公開アイテムとして登録、
公開基盤で確認後に公開

③ドラッグ＆ドロップ操作で
ファイルをインデックスに登録

公開

【公開基盤に登録されるメタデータ例】
＊デフォルトアイテムタイプを利用
Item type, 公開日, タイトル, 言語, 作成者, 寄与者, 寄与者タイプ, 
姓名, 名前タイプ, アクセス権, アクセス権URI, 主題, 主題
Scheme, 資源タイプ, 資源タイプ識別子, 助成情報, 助成機関識別
子タイプ, 助成機関名, プログラム情報識別子タイプ, 研究課題番
号タイプ, プログラム情報, 研究課題番号, 研究課題名

2024年度第4四半期より先行利用開始予定

研究データ基盤高度化（国立情報学研究所）チームの取り組み【在来基盤】



公平な普及 再現性の向上

学術出版物及び科学データへの即時のオープンで公共的なアクセス

学術論文及び根拠データの
即時OA化

再現性のある
研究データの公開

インセンティブと報酬

NII研究データクラウドをハブとするOA加速化基盤の整備 

研究成果の再現性と信頼性を
実現する機能

研究成果の公平な普及
を支援する機能

即時OA活動に
インセンティブを与える機能

即時OA機能の相互運用性を確保する認証機能

論文と根拠データの公開?
それを即時に?? 無理でしょ。

なんとかして!!!!

提案

再現性や信頼性を
どう担保？？単に公開す
るだけじゃだめなの？
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NII RDCをハブとするOA加速化基盤の整備

【NIIにおけるOA加速化事業】
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管理ー公開基盤の連携【即時OA対応後】(論文＋根拠データへ対応)

研究代表者 研究者 図書館員

論文出版後 7)メタデータ内容を確認後、公開

6)著者最終稿、根拠データを登録

3)ファイルメタデータを付与

5)論文と根拠データの紐づけ

4)執筆論文を管理

2)論文と研究データを管理

1)公的資金取得。プロジェクトメタデータを記録

論文執筆

研究中

2025年度提供予定

【NIIにおけるOA加速化事業】
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オープンアクセス加速化事業における
NIIの開発内容を説明する会 (11/1 終了)

https://rcos.nii.ac.jp/OpenAccessNii20241101/

説明会当日の動画と講演資料を
ホームページで公開中

【NIIにおけるOA加速化事業】



• 研究データ管理の国内の現在の状況について、研究背景として述べた。
研究データエコシステム構築事業について概要を紹介し、研究データ
基盤NII Research Data Cloudの概要についても説明した。
• 研究データ管理基盤GakuNin RDMとは、どの様な機能を持つサービス
か基本機能の概要を紹介した。GakuNin RDMは現在、全国の学術機関
で広く導入されており、様々な研究プロジェクトでのデータ共有・
管理で利用されている事例を紹介した。
• 2023年のG7科学技術大臣会合の仙台コミュニケを受けての日本での、
オープンアクセス加速化事業の概説とNII研究データ基盤での取り組み
を紹介。
• 応用的な利用方法として、今後提供予定の公開基盤連携機能について
述べた。

25

まとめ

【まとめ】
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GakuNin RDMサポートポータル

https://support.rdm.nii.ac.jp/

【まとめ】



rcos-ext@nii.ac.jp
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